田口定則氏の半生

　　　　　　dit. by J. Owaki  8.16 ’ 02

1934年、7月3日生まれ、1960年、東京大学教育学部卒、矢内原忠雄、中村元、天城勲、勝田守一氏、特に小池辰雄氏に多大な影響を受ける。小池氏からは、「人間、如何に行くべきか？地の塩となれ！無医村へ行け！」とボランティア精神を学び、人との出会いの貴重さを学んだ。学生寮の委員をやったことがその後の人生の精神的基礎となる。

1961年、JICAの前身のアジア協会、民間のエネルギーをどう生かすか？コロンボ・プランによる技術研修受入れ担当）、翌、1961年、7月、海外技術協力事業団に発展改組、海外からの技術員受入れ担当、

1965年4月、日本海外青年協力隊(JOCV)は発足に伴う業務、初代局長、篠浦きみお氏の下、訓練所長68年国内課総括係長

1969年から73年　　海外勤務

1969年、ラオス（日本最初の協力隊派遣国、浄水場、農業プロジェクト担当）、

カンボジア、1972年11月、西サモア国初代所長、トンガ王国事務所設置。

1973年3月、JOCV訓練所長（10期500人の青年を20カ国に派遣）

　　　1974年8月、海外技術協力事業団、国際協力事業団に発展的改組

　　　この間、ケニア、マラウイ等のアフリカに青年を送り出す。

1976年９月、エチオピア駐在、王朝が倒れ、冷戦の真っ只中、WHOに協力し、天然痘撲滅プロジェクトに協力。地球的課題解決に協力。

　　

1979年4月、人事部調査役、同年7月、工業移住課長（南米・カナダ・オーストラリアへ技術移住者を派遣、ベトナム難民の職業訓練を助ける）

1980年10月、JOCV指導相談課課長

　　　1981年、マレーシアに訪問した中曽根総理が大使公邸にJOCVの青年達を招待。南方戦線で戦死した弟と同じ年齢の青年達に、総理は声をかけ、「困ったことは無いか？」と聞いた。総理は「日本食でも食べたいのではないか」と思い、お聞きになったそうであるが、その青年は「日本に帰ってすることが無い！」と素直に答えた。総理はびっくりして帰国後、「外務省は何をしているのか？」と激怒！！　帰国隊員の世話の為に随分予算がつくようになった。

青年たちは場を与えられれば、育つ。場が無いと掛け声かけても育たない。

1984年4月、JICA九州支部長（地域の国際化、九大、長崎大、九州産業医科大らと協力し研修コースを開設、九州国際センター設立）

1987年5月、JICA中華人民局和国所長（対中国ODA管理、日中友好病院、野菜センター首都空港、年間500名の研修員の受入れ）

1990年4月、JICA沖縄国際センター所長（アセアン人づくり協力プロジェクト、情報ソフト富士通、NTTから24人優秀メンバーを派遣、熱帯農業等、28の研修コースを管理運営）今、大学院構想が上がっているが、沖縄は国境を超えた人間としての温かさがある。当時センターのカウンセラーだったのが、稲嶺、現、沖縄知事。

1992年10月、JICA東京国際研修センター所長

（148研修コースと東欧等移行特設コースの管理運営）

1994年5月、ケニア、ジョモ・ケニヤッタ農工大学プロジェクトリーダー
 　　大学作り、周辺諸国にも波及、タンザニア・・・。

1997年、 横浜国大大学院国際社会研究科常勤講師

国際競争力をつけるため英語で講義、世銀のプログラム担当、異文化交流、技術交流史講義

2001年、 国際ボランティア年とともにJOCV帰国隊員支援室カウンセラー

ボタンティア精神で青年たちの相談相手、多くを学んだ。日本の仕組み、日本のあり方。

小池先生の「永遠なるものは時空を超えて繋がる人と人のつながり」という言葉を思い起こす。貴重な日本の宝とも言うべき隊員の実績を公のものとするため努力したい。

今日、8月17日は元コスタリカ大使、JOCVの隊長でもあった野村忠策氏の命日、13回忌を隊員ともに追悼されるために田口氏はご多忙とのこと。氏が送り出した青年たちの中にもアフリカの土になっている青年が何人も居る。今日までJOCV隊員で海外で亡くなった隊員は、50人を超えている由。
「人づくり、国づくり、そして自分づくり」8月28日の田口氏の国際協力、40年間現場にあられた生の声を傾聴したい。　　（8月17日早朝、記）
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